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部門 マネジメント 建物種別 住宅（共同住宅）

建物名称 － 所在地 －

用途 共同/戸建住宅 戸数 1,055戸

整備者 施工者 －

事業期間 平成25年度～平成27年度

参考図

概評
HEMSと居住者の省エネ行動を支援する仕組みづくりと、多様な住宅への水平展開を目指したマネジメン
トと技術の検証は、今後の波及、普及につながる取り組みとして評価した。管理組合やグループ企業全体
での仕組みの構築など、継続性のある取り組みに発展することを期待する。

東急グループで取り組む省CO2推進プロジェクト
東急不動産株式会社

株式会社東急コミュニティー
株式会社東急住生活研究所

提案
概要

新築マンションにおいて、エネルギー使用量の見える化、快適性評価と窓開閉行動のリアルタイム調査、
省CO2行動に応じたインセンティブの付与、熱環境改善サポートプログラムなど、次世代クラウド型HEMS
を活用して、居住者の省CO2行動の促進を行う。また、その他の新築・既存住宅にHEMSを設置し、使用エ
ネルギーとライフスタイルの相関の分析、健康ライフの支援などを行い、検証結果を多様な住宅に水平展
開する。

事業
概要

東急不動産株式会社、株式会社東急コ
ミュニティー、株式会社東急住生活研究所

 

○建物タイプとエネルギータイプ、居住者のベストミックス

○室内外環境と快適性・健康性および環境適応行動の相関

○居住者省ＣＯ２行動の実効性のある誘発策 

・屋内＆屋外環境データ（体感温度、湿度、照度）

・健康性（ＣＡＳＢＥＥ健康チェックリスト） 

・建物タイプ（形態、住戸プラン） 

・居住者タイプ（家族構成、ライフスタイル） 

・快適性、環境適応行動（窓の開閉） 

・ＨＥＭＳ利用状況、評価 

検証

 （クラウドデータ） 

エネルギー 
使用実績 

電気・ガス・水10 ポイント 

クロス分析 


